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今週，中間テストの範囲表が配付されました。各学年ともテスト計画を立て，テスト勉

強をスタートさせているところだと思います。

前号でも，家庭学習を充実させるために「自分で計画を立てて勉強する」ということを

提言しました。次の日の学習内容を決めておけば，迷わずすぐに学習に向かうことができ

るということですが，これは，中間テストの計画でも同じです。

下の計画表は１年生が立てたテスト計画です。テストまでの約２週間，何をやるのかが

具体的に計画されています。もちろん，計画通りにいかないこともあると思いますが，こ

れだけの見通しを持って学習していれば，大きな崩れはないでしょう。

テスト範囲表を見ると，各教科において「ワークブックを解くこと」が課せられていま

す。ということはワークブックをしっかりとやっておくと，プラスに作用するということ

です。（もちろん，ワークブックだけではだめですが…）

下の例では，ワークブックを２回解く計画になっています。１回目は普通に解いて，２

回目は間違ったところを中心に解くという計画です。１回よりも２回。２回よりも３回取

り組んだ方が学習内容の定着度は上がるでしょう。

また，テスト前，最後の２日間は，分からないところを先生に質問しに行くという計画

まで立てられています。ここまでちゃんとやれれば，自分で立てた目標をクリアできる確

率が相当アップするはず。先を見通して行動するということは社会に出てからも大事なス

キルです。是非，計画性を持って学習してみてください。




